
独自に開発したパイルアップ
セパレータプロセッサと
高性能FPGAを2基搭載し

処理能力の向上と
多機能化を実現！

◼ アウトプット ：2.5Mcps以上 / チャンネル
◼ 入力信号 ：SSD、SDDなどの半導体検出器からの出力信号
◼ 通信I/F ：TCP/IP、Gigabit Ethernet

1素子シリコンドリフト検出器（XSDD50-01）とAPV8011Sを使用した
放射光施設での実試験
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特徴

仕様

アナログ入力
1チャンネル、入力レンジ：±2V

入力インピーダンス：1kΩ、LEMOコネクタ

Coarse Gain x1, x4, x10, x20

Fine Gain x0.5～x1.5

ADC 100MHz、分解能16-bit

ADC Gain 4096, 2048, 1024, 512, 256チャネル

Trapezoidal Filter 0.05～12μs

デジタル信号処理
Baseline Restorer, Pileup Rejecter, CFD

PCから全パラメータ設定

計測モード ヒストグラム、ROI-SCA、Quick-Scan

外部端子
フィルタ波形出力, クロック入力, GATE
（Trigger）入力, VETO入力, クリア入力,

通信I/F TCP/IP, ギガビットイーサ

外形寸法
VME6U：20(W) x 262(H) x 187(T) mm

ユニット：300(W) x 56(H) x 335(T) mm

重量 VME6U：約900g、ユニット：約3360g

高計数率計測に適したモジュールです。パイルアップした信号をリアルタイムにセパレートします。
浮動小数点のフィッティングアルゴリズムを最新のFPGAで処理します。
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パイルアップセパレータプロセッサ

APV8011S VME

電源内蔵ユニット型

Quick-Scan対応



セパレート

リジェクト + セパレート
パイルアップリジェクト

1ボード
使用時
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2ボード
使用時

セパレート

リジェクト + セパレート

パイルアップリジェクト

複数ボードでの処理によりアウトプットが飛躍的に向上！
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APV8011S

パイルアップセパレータプロセッサ

VME

ブロック図


